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 本年
ほんねん

４月
し が つ

に第３
だいさん

学年
がくねん

の生徒
せ い と

が取
と

り組
く

んだ「全国
ぜんこく

学力
がくりょく

学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

」について、資料
しりょう

が届
とど

き 

ました。生徒・保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

にお知
し

らせできることとなりましたので、お知らせします。 

 全般的
ぜんぱんてき

に見
み

れば、国語
こ く ご

Ａ・国語
こ く ご

Ｂ・数学
すうがく

Ａ・数学
すうがく

Ｂの４
よん

科
か

において、３年前
ねんまえ

の小学校
しょうがっこう

６年生
ねんせい

の 

時
とき

から比較
ひ か く

すれば上 昇
じょうしょう

しており、特
とく

に数学
すうがく

Ｂの伸
の

び率
りつ

は高
たか

いとのことです。さて、本校
ほんこう

の第３ 

学年の現状
げんじょう

を簡潔
かんけつ

にお知らせします。 

国語Ａ 評価
ひょうか

の視点
し て ん

は、話
はな

す・聞
き

く能力
のうりょく

、書
か

く能力
のうりょく

、読
よ

む能力
のうりょく

、言語
げ ん ご

についての知識
ち し き

・理解
り か い

・ 

技
ぎ

能
のう

の４つから、選択式
せんたくしき

と短答式
たんとうしき

で解答
かいとう

を求
もと

められました。 

 どちらかと言
い

えば、書くことの領域
りょういき

でやや強
つよ

く、読むことの領域がやや弱
よわ

く、話すこと・ 

聞くことは弱いという傾向
けいこう

が見
み

られます。授業
じゅぎょう

ではもちろんのこと、学校
がっこう

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

を通
とお

し 

て、話
はなし

をしっかり聞く姿勢
し せ い

によって聞く力
ちから

をつけていくことが大切
たいせつ

です。また、考
かんが

えを 

まとめて筋道
すじみち

を立
た

てて話す力をつけていく必要
ひつよう

があると考
かんが

えます。 

 幸
さいわ

いにも、本校の生徒たちは読書
どくしょ

が好
す

きです。上 述
じょうじゅつ

の強みを伸ばし、弱みを克服
こくふく

する 

ために基本
き ほ ん

に立
た

ち戻
もど

り、黙読
もくどく

ではなく音読
おんどく

をしてみてはどうでしょうか？結果
け っ か

として書く 

力も向上
こうじょう

していくと期待
き た い

できるからです。 

 

国語Ｂ 評価の視点は、国語への関心
かんしん

・意欲
い よ く

・態度
た い ど

、書く能力、読む能力の３つから、選択式、 

短答式、記述式
きじゅつしき

で出題
しゅつだい

されました。 

 国語Ａではやや強かった書く力が最
もっと

も弱いという結果でした。国語Ａのような短
みじか

い文
ぶん

 

を書く力はついているのかもしれませんが、国語Ｂのように条件
じょうけん

がいくつも重
かさ

なるものを 

読
よ

み解
と

いて文章
ぶんしょう

にする力は弱いと言
い

えます。読む力の上にさらに書く力をつけていくこと 

が要求
ようきゅう

されていたと思われますから、単
たん

に作文
さくぶん

練習
れんしゅう

をしただけでは対応
たいおう

しきれないと思
おも

 

われます。すると、条件付
つ

きの作文を書いて練習
れんしゅう

する必要があると考えられます。また、 

記述式の問題
もんだい

が弱かったことからも同様
どうよう

のことが言えると思います。 

ここにいま 
                               



数学Ａ 評価の視点は、数学的
すうがくてき

な技能、数量
すうりょう

や図形
ず け い

などについての知識・理解の２つから選択式 

と短答式で出題されました。この数学Ａが４科の中で最も高い得点
とくてん

でした。その中でも、 

数
すう

と式
しき

、関数
かんすう

、資料
しりょう

の活用
かつよう

が強みだと言えます。一方
いっぽう

、図形の分野
ぶ ん や

でやや弱く、知識を問
と

わ 

れた際
さい

に選択式、短答式のいずれにおいても弱かったように思います。 

 比較的
ひかくてき

、基本的
きほんてき

な学習
がくしゅう

を頑張
が ん ば

っている生徒が多
おお

いことがわかりますが、その基本的な学
がく

 

力
りょく

に大
おお

きく差
さ

ができていることが数学Ａで特
とく

に気
き

になるところです。得点の低
ひく

かった生 

徒への基本
き ほ ん

の定着
ていちゃく

の学習が一層
いっそう

重要
じゅうよう

だと言えます。 

 

数学Ｂ 評価の視点は、数学的な見方
み か た

や考
かんが

え方
かた

、数学的な技能の２つから、選択式、短答式、記 

述式で出題されました。数学Ｂでは、関数
かんすう

の分野でやや強みが見られるものの、数と式、 

図形、資料の活用ともに、やや弱いと言えます。問題の形式
けいしき

による正解率
せいかいりつ

よりも、問題
もんだい

文
ぶん

を 

理解できるかどうかで正答率
せいとうりつ

や無解答率
むかいとうりつ

が変
か

わっているようです。数学でも、問題文を理 

解する国語の力が必要です。解答を書く以前
い ぜ ん

に、条件を読み解くまでに諦
あきら

めてしまってい 

る結果かもしれないと思われた国語Ｂの白紙
は く し

とも通じるところかもしれません。文書を読
よ

 

み取
と

る力や、あきらめない粘
ねば

り強
づよ

さを育成
いくせい

していく必要を感
かん

じます。 

 

 この号
ごう

では紙面
し め ん

が足
た

らず全てを紹介できないので、質問紙
しつもんし

については次
つぎ

の号でお知らせします。 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  文 化
ぶ ん か

祭
さ い

に 向
む

け て  ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

８月２０日
は つ か

の除草
じょそう

作業
さぎょう

では保護者の皆様
みなさま

に大変
たいへん

、お世話
せ わ

になりました。ありがとうございまし 

た。ところが、９月
く が つ

の体育
たいいく

祭
さい

までには草
くさ

は伸
の

び放題
ほうだい

となり、当日
とうじつ

に保護者の方
かた

をお迎
むか

えするには 

忍
しの

びない有様
ありさま

でした。生徒たちは、学年・部活動
ぶかつどう

等で 

懸命
けんめい

に作業してくれて、綺麗
き れ い

にして当日を迎えました。 

 文化祭に向けても生徒たちは懸命な頑張
が ん ば

りを見せて 

くれると期待しています。清掃
せいそう

以上に頑張った合唱
がっしょう

 

や文化
ぶ ん か

活動
かつどう

を、お時間
じ か ん

が許
ゆる

しましたらご覧
らん

ください。    綱引き（背景は生徒が取り組んだ除草の跡） 


